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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和3年5月13日(2021.5.13)

【公開番号】特開2018-201012(P2018-201012A)
【公開日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-73083(P2018-73083)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月30日(2021.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極との間に発光層を有し、
　前記発光層と前記陰極との間に第１の層を有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物及び遷移金属を有し、前記第１の有機化合物は非共有
電子対を有し、
　前記第１の有機化合物と前記遷移金属はＳＯＭＯを形成する、発光素子。
【請求項２】
　陽極と陰極との間に発光層を有し、
　前記発光層と前記陰極との間に第１の層を有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物及び遷移金属を有し、前記第１の有機化合物は非共有
電子対を有し、
　前記第１の層を含む膜のスピン密度が１×１０１６ｓｐｉｎｓ／ｃｍ３以上である、発
光素子。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記陰極と前記第１の層との間に第２の層を有し、前記第２の層は電子不足型複素芳香
環を有する第２の有機化合物を含む、発光素子。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記第２の有機化合物が有するＬＵＭＯ準位は、前記ＳＯＭＯが有するエネルギー準位
より低い、発光素子。
【請求項５】
　陽極と、陰極との間に、第１の発光ユニットと、第２の発光ユニットを有し、
　前記第１の発光ユニットと、前記第２の発光ユニットとの間に第１の層を有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物及び遷移金属を有し、
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　前記第１の有機化合物は非共有電子対を有し、前記第１の有機化合物と前記遷移金属は
ＳＯＭＯを形成する、発光素子。
【請求項６】
　陽極と、陰極との間に、第１の発光ユニットと、第２の発光ユニットを有し、
　前記第１の発光ユニットと前記第２の発光ユニットとの間に第１の層及び電荷発生層を
有し、
　前記第１の層と前記電荷発生層は互いに接して設けられ、
　前記第１の層は第１の有機化合物及び遷移金属を有し、
　前記第１の有機化合物は非共有電子対を有し、
　前記第１の有機化合物と前記遷移金属はＳＯＭＯを形成する、発光素子。
【請求項７】
　陽極と、陰極との間に、第１の発光ユニットと、第２の発光ユニットを有し、
　前記第１の発光ユニットと前記第２の発光ユニットとの間に第１の層を有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物及び遷移金属を有し、
　前記第１の有機化合物は非共有電子対を有し、
　前記第１の層を含む膜のスピン密度が１×１０１６ｓｐｉｎｓ／ｃｍ３以上５×１０１

７ｓｐｉｎｓ／ｃｍ３以下である、発光素子。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記遷移金属は周期表における第５族、第７族、第９族、または第１１族のいずれかに
属する発光素子。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項において、
　前記第１の有機化合物は、電子不足型複素芳香環を有する、発光素子。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記電子不足型複素芳香環は、ピリジン環、ジアジン環、及びトリアジン環の少なくと
も一を有する、発光素子。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項１０のいずれか一項において、
　前記第１の有機化合物を構成する炭素数は、２５以上１００以下である、発光素子。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか一項において、
　前記第１の有機化合物が有するＬＵＭＯ準位が－３．６ｅＶ以上－２．３ｅＶ以下であ
る、発光素子。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれか一項において、
　アルカリ金属およびアルカリ土類金属を有さない、発光素子。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１３のいずれか一項において、
　前記第１の層における、前記遷移金属のモル比率が前記第１の有機化合物に対して、０
．２以上０．８以下である、発光素子。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項１４のいずれか一項において、
　前記陰極が前記遷移金属と同一の物質を含む、発光素子。
【請求項１６】
　請求項１乃至請求項１５のいずれか一項に記載の発光素子と、
　カラーフィルタまたはトランジスタの少なくとも一方と、
　を有する表示装置。
【請求項１７】
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　請求項１６に記載の表示装置と、
　筐体またはタッチセンサの少なくとも一方と、
　を有する電子機器。
【請求項１８】
　請求項１乃至請求項１５のいずれか一項に記載の発光素子と、
　筐体またはタッチセンサの少なくとも一方と、
　を有する照明装置。


	header
	written-amendment

